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【オープン①イベントについて】 

〇（仮称）ＪＲ岸辺駅ビルと市民病院の開業、公共デッキの供用開始に合わせ合同セレモニー及びイベントを開催し、その前後を健都オープン
イベント実施期間と位置づけ、大々的にＰＲを行う。当イベントの開催において、健都の地権者、市内大学等の様々な主体と連携し、健都の知
名度向上につなげるものとするため、個々に連携できるイベント等を検討いただき、その集約を図りたい。 

概要・提案 

①健都オープンイベントに向けた事前ＰＲ 
 

時期：健都オープニング月間の前１か月 
取組主体：吹田市 他 
概要：パンフレットの配布や、横断幕、他効果的なＰＲ 
 

②市民参加型イベントの開催 
 

時期：健都オープニング月間中の土日祝のいずれか 
取組主体：吹田市 他 
概要：市民参加型イベントの開催。 

③吹田市内大学との共催による 
シンポジウム、講演会等の開催 

時期：健都オープニング月間中の土日祝のいずれか 
取組主体：吹田市、市内大学 他 
概要：吹田市内大学との共催 

④オープンセレモニー 
時期：平成30年11月中旬以降 
    （土）ＡＭにセレモニー、（土）ＰＭ～翌日にかけてオープンイベント 

取組主体：吹田市、ＪＲ西開、市民病院 
概要：（仮称）ＪＲ岸辺駅ビル開業と公共デッキ開通セレモニーの  
    同時開催、市民参加型のイベントの開催、可能であれば 
    市民病院の内覧会 

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

健都オープンイベント実施期間 

●イベント 

②市民参加型イベントの開催 

◆シンポジウム、講演会 

③シンポジウム・講演会の開催 

④オープンセレモニー 

①事前ＰＲ 

検討中 

●イベント 

◆シンポジウム・講演会 

2 

事前ＰＲ期間 

平成30年3月22日 
会議資料（抜粋） 



2018年度 2019年度 

上半期 下半期 4～6月 7～9月 下半期 

病 院 

研究所 

研究開発基盤
センター（OIC） 

【オープン②イベントについて】 

▸ 国循の移転オープンを契機に、国循に関する情報を中心に多方面に発信していく予定 
▸ 情報発信にあたっては、国循が主体的に発信するものに限らず、地元市をはじめ、関係機関の

取組みとも幅広く連携していきたい 

オ
ー
プ
ン
記
念
式
典 

国 

循 

フ 

ェ 

ス 

タ 

内
覧
会
（
関
係
者
毎
に
開
催
） ●OIC開設 

  プレセミナー 

●市民公開 
  講座 

●市民公開 
  講座 

●市民公開講座 

●OIC開設記念シンポ 

●企業向け 
 セミナー 

概 要 

移
転
準
備
期
間 

移転まで中断していた 
取組みの再開など、 
移転イヤーとして 

集中的に広報を展開 

▸ 現在、2019年7月の新センターオープンにあわせ、次のテーマを重点事項に取組みを検討中 
  ・地域医療との連携   ・オープンイノベーションセンター 
  ・研究成果       ・国循の医療機能のアピール（そのひとつとしての予防啓発）  

広報内容 

今後検討 

①ナレッジキャピタル超学校：さまざまな分野の研究者から、研究の発想やプロセスを学ぶだけでなく、参加者と一緒に考え、対話するプログラム。国循に関心のある方、よりサイエンスに関心のある方に向けた、エッジの効いた情報発信 
②国循フェスタ：循環器病予防の啓発、研究成果の公開、地元地域への貢献等を目的とした国循全体を活用した開放型のイベント 
③ S-1g（エス・ワン・グランプリ）大会：各地の美味しい減塩食を発掘するためのレシピコンテスト。「S-1g」とは、塩（Salt）を1g減らそう（-1g）の意味 

イメージ 
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健都における検討課題のイメージ 

④ 防犯・防災 ③ 環境・景観 
ま
ち
の
基
盤 

取
組
の
目
的
別 

メ
ン
バ
ー
共
通 

ソ
フ
ト
面
の
取
組 

予防・健康づくり 
医療クラスタ－形成 

オープンイノベーション 

・健都ならではの先駆的な取組推進 

・健都モデルとしてパッケージ化 

・健都以外の地域への展開 

・地域医療の推進 
              など 

・医療クラスター形成（企業誘致） 

・クラスター内の交流・連携促進 

・成果等の情報発信 

・他クラスター等との交流・連携 
              など 

・情報発信（ポータルサイト、各種パンフレット、イベントカレンダーなど） 

・イベント実施（オープンイベント、健都全体イベント、地域住民、大学 
 等と連携したイベントなど） 
  → まちの知名度向上・ブランド価値向上 

・低炭素化や緑化の取組、統一のとれた景観形成、環境美化・清掃活動など 
  → 各施設やまち全体のブランド価値向上・イメージアップ 

・災害発生時における対応策の検討、防犯情報の共有、課題整理など 
  → 地域住民や各施設の従業員の安全確保 

① 健康・医療 

 ② まちのPR 
   地域づくり 
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各テーマごとの取組イメージ（時系列） 

2017年(H29） 2018年（H30） 2019年（H31） 2020年（H32） 2021年（H33） 

●2018春  
公園Open  

●2018秋頃  
市民病院Open  
駅ビルOpen  

●2019.7  
国循Open  

ｳｪﾙﾈｽ住宅順次入
居開始  

●2019年度中  
健栄研 
移転開始  

●2020.11  
ライブラリ  
Open  

●2021年度中  
ニプロ 
Open  

①健康・医療 

② まちのPR・地域づくり 

③環境・景観 

④防犯・防災 

 
スケジュール 

 

〇各主体が展開する取組の    
 フォローアップ 
健都の各主体でのイベント情報に加
え、現地で開催されるイベント情報を
イベントカレンダーなどで共有する。 

〇関係者が連携した健都ならではの先  
 進的な取組の実施 
医学的知見に基づく助言指導、健康デー
タの提供、実証フィールドとしての活用 ○新しいライフスタイル、医

療イノベーションの創出 

〇両者の好循環による地
域の活力創出 

○健都にたくさんの方に足
を運んでもらう 

○健都の付加価値・ブラン
ド力向上に向けたイベン
ト実施、各種媒体による
ＰＲ 

〇地元住民、企業、大学等
と連携した地域づくり 

〇ポータルサイト運営、パンフレット作成、市報特集 

〇ガイドラインの公表とモニタリン
グ・ブランド化のしくみ（賞、認証な
ど）の検討 

〇健都全体での合同イベントの実施 

〇各種オープニングイベント 

○低炭素化や緑化の取組 

〇統一感のとれた景観の
実現 〇みどり情報の共有 

   デザインの調整 

〇エコまちガイドラインの公
表とモニタリング・ ブランド

化のしくみ（賞、認証など）
の検討 〇環境美化・清掃活動などの地域貢献

活動の実施 

地区の景観を特徴づけるテーマ性
を持ったみどりの景観形成を図る 

○安全に過ごせる・暮らせ
るまち 

〇災害時でも来街者等の
安全・安心を確保するま
ち 

〇大規模災害発生時対応の検討 

○健都の認知度の向上 
○まちびらきへの気運醸成 

〇ソフト事業全体のパッケージ化・見える化 

〇産学官民が連携する複合医療産業 
 拠点形成に向けた取組 

健都イノベーションパークへの企業誘致 

〇両市域・周辺地域も含めた地域医療 
 の推進 

〇イベントカレンダーの運営、 ＰＲ版の作成 

オープン①、オープン②の実施 

例）柏の葉 街まるごとオープンキャンパス 
  ウェルネスバレーめぐり 
  彩都 バイオインキュベーション施設 一般公開 

〇地域住民、大学等と連携したイベント実施 

〇モニタリングの実施 
良好な環境・景観の維持・育成 

各主体の役割を踏まえた対応方策 

〇帰宅困難者対応等の想定 

〇防犯情報の共有、課題整理 

〇各主体が連携した交通事故  
  防止・渋滞対策等 
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